
｢
■ ■■■ ■

特

殊

文

庶

目

舟

小
二
業
に

関
す
る

主
賓
論
文
日
錬

鱒

は

し

が

き

一
本
誌

昨
年
九
月

琴
化

小
工

業
に

関
す
る

単
行
本

書
目
を

掲

げ
た
が

､

裁
に

は

其
綬
篤
と

も
云

ふ
べ

き
主
要

禁
漁
文
を

輯
載
す
る

配

列
ほ

大

漁
前
岡
の

そ
れ
に

則
り

､

矢
張
り
産

業
別
に

重
鈷
を
置
き

､

産

業
別
に

分
け
得
ざ
る

も
の

を

他
の

項
目
.の

下
に

配
列
し

た
｡

紙
数
に

制
限

が

あ
る
の

で

昭
和
以
後
殊
に

最
近
の

も
の

に

限
り

､

叉
小
工

業
金

融
､

農

村
工

業
に

関
す
る

論
文
ほ

之
を
全
然
省
略
し

た
｡

又
｢

人
縞
+

｢

綿
工

聯
+

｢

轟
鼓
工

業
+

と
い

ふ

如
き
業
界
薙
誌

､

｢

工

業
組
合

+

｢

農
村
工

業
+

｢

輸

出

敷
口

(

最
近
は

貿
易
組
合

)

+

の

好
き
小
工

業
者
困
盤
の

難
詰
に

は

小

工

栗
丘

頗
す
る
･
論
文
が

特
に

多
い

が

其
の

殆
ど

全
沸
を
割
愛
し
た

｡

蔑
め

御
諒
東
を

乞
ふ

次

第
で

あ
る

｡

-

､

中
小

工

業
一

般

特

殊

丈

駄

目

録

小

田

橋

貞

寺

田
連
忠
男

中
小
商
工

業
者
の

敢

昏
的
場
位

(

財
政
経

済
時

報
一

五

の

大

喝
和
三

年
)

興

銀
調
査

課

我
国
中
小
工

業
の

現

況
に

託
て

(

エ

業
三

九
､

四

〇
､

昭

和
四
年
)

熊
田
克
鹿

本
邦
中
小
工

業
の

地
位
と

そ
の

問
題

窟
督
政
策
時
報

､

四

年
七

､

八

月
)

美
濃
口

時
次
郎

我
国
中
小
工

業
の

地
位

(

敢
曾
政
策
時
報

､

六

年
六

月
)

高
橋
儲
吉

現
代
中
小
工

業
開
帝
の

核
心
(

同

右
)

≡

浦
域
大
鹿

･
我
国
中
小

婁
の

重

要
性

(

岡
右

)

大
濠

一

朗
■

不

況
時
に

放
る

中
小
企

業
■の

意
能
力

轟
済
輸
叢

､

入

牢

七
月
)

諸
井
貫

一

問
畠

制
工

業
の

成
立
及
本

質
及
最
近
灯

於
る

欒
革

三
業
繹

5 軸



69

一

橋

儲

叢

第
三

巻

第
五

淡

臍
研
究
第
三

筋
､

昭
和
八

年
)

膵
番
兵
助

我
国
中
小
工

業
の

統
計
的
考
察

(

工

業
経
済
研
究
籍
五

肪
､

.

.
昭
称
八

年
)

替
地

躇
治
曲

中
小
工

業
の

前
途

(

経
済
往
来

､

九
年
十
月
)

高
橋

一

璽
口

日

本
経
済
に

放
る

中
小
工

業
の

重
大
位
置

(

改
造

､

十
年

一

月
)

上

田
貞
次
蕗

我
国
に

於
る

小
工

業
の

現
在
及

将
来

(

政

脅
政
策
時
報

､

十
年
四

月
)

長
岡
保
太
郎

人
口

閏
賂
の

解
決
と

小
工

業
問

題
(

同
右

)

谷
口

書
彦

家
内
工

業
と

雪
が

国
民
経

済
(

岡

右
)

高
橋

亀
吉

中
小
工

業
の

優
位
と

日

本

経
済
の

特
殊
性
(

同

右
)

難
投
紋
書

我
国
中
小
工

業
の

特
殊
性
と

其
将
来

(

同

右
)

河
田
嗣
郎

我
が

国
情
と

中
産
主
義

(

同
右

)

相
葉
秀
≡

本
邦
中
小
工

業

開
超
文

猷
(

同
右
)

小
工

業
問
題
の

出
資
鈷

(

東

洋
経
済
新
報

､

十
年
九
月
十
四
日
)

森

耕
二

蕗

我
国
中
小
工

業
の

現
段

階
的
意

義
(

九
大
経

済
拳
研
究
五

の

二
､

昭
和
十
年
)

高
橋
亀
吉

中
小
工

業
の

現
状
並

に

そ
の

新
使
命
と

海
外
貿
易

(

東
京
市

産
業
時
報

､

十
年
十
月
)

猥
上
耕

一

下
浦
工

業
者
の

共
通

的
鉄
暗
に

裁
て

(

東
京

市
産
業
時

報
､

十
一

年
≡

月
)

高
野

岩
≡

細

小
工

業
の

情
勢
に

関
す
る

日

本
及
び

ド

イ

ツ

の

統
計
に

託

て

1
付
臨

時

国
勢
讃

査

施
行
の

絶
唱

i
(

大
麻
敢
合
間
題
研
究
所

嫌
誌

､

十
一

年
六

､

七
月
親
)

入

江
弘

中
小
工

業
と

放
出
貿
易
(

東
京

市
産
業
時
報

､

十
一

年
九
及
十

月
)

美
湯
口

時
次
秘

中
小
工

業
存
綬
の

取

壊
に

託
て

(

東
京

商
大
六

十

周
年

記
念
論
文

集
､

昭
和
十

一

年
)

藤
田
敬
三

中
小
工

業
の

残
存
形
態
と

下

請
制
(

経
済
嬰
雑
誌

､

十
〓

年

五

月
)

山
町

民
男

本
邦
工

業

攻
衝
華

尿
に

於
け
る

政
行
性

(

横
渾
経
済
研
究
所

時
報
五

の

三
､

昭
和
十
二

年
)

美
濃
口

時
次

良

木
邦
中
小
工

業
と

捻
出
貿
易
(

東
京

市
憂
業
時
報

､

十

二

年
十
月
)

川
端

顔

中
小
工

業
と

輸
出
貿
易

(

社

食
政
策
時
報

､

十
三

年
二

月
)

小

宮
山

撃
一

日

本
中
小
工

業
の

存
立

形
爵
(

一

橋
論

叢
､

十
三

年
十

一

月
)

田
杉
意

中
小
工

業
と

し
て

の

下
請
工

業
(

経
済
論

叢
､

十
三

年
十
二

月
)

薮
秀
光

家
内
工

業
に

閲
す
る

若
干
の

考
察
(

政

脅
政
策
時

報
､

十
四

年

二

月
)

S 8 6
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×

×

-

羅
陳

倍
整

容
岡
市
の

小
工

業
地
城

(

大
家
地
理

拳
骨
論

集
第
四

輪
､

昭

和
九

年
)

工

藤
鏡
太
血

名
古
壷

市
に

放
け
る

小
弟
模
工

場
の

概
況
(

赴
脅
政
策
時

報
､

十
年
四

月
)

大
野

木
克
彦

東
京

市
に

放
け
る

小
工

業
諦
査

(

敢
骨
政
策
時
報

､

十
一

叫

年
八

月
)

杉
山

撃
一

名
吉
良

市
に

放
け
る

内

職
(

軽
骨
政
策
時

報
､

十
二

年

二
月
)

野
村
借
次

名

古
座

市
に

放
る

中
小
商
工

業
の

真
情
(

中

央
銀
行

食
通
信

鼓
十
二

年
一

月
)

X

･

×

河
津
海

中
小
工

業
と

野

望
義

(

経

済
法
辞
論

叢
こ

の

二
､

喝

聖
ハ

年
)

長
谷
川
各
二

中
小
三

乗
と

巷
間

海
(

社

食
政
策
時
報

､

大

牢
六

月
)

磯
村
英

一

申
ホ
商
工

業
を

換
る

失
業
開
串

(

同
右

)

飯
田
北
理

中
小
工

業
に

於
け
る

特
色
あ
る

共
同

施
設
(

赦

骨
政
策
時
報

十
年
二

月
)

山
口

正

規
代
家
内
工

業
労
働
の

政
骨
的
考
察
(

社
食
政
策
時
報

､

十

年

均
-

月
)

菊
地
勇
夫

屡
円

工

業
努

傍
の

保
建
立

沃
(

同
右
)

骨

材
山

室
息

中
小
三

乗
に

於
け
る

毒
草

情
(

同
右

〉

僻

耗

文
.
ホ

召

億

北
岡
寿
途

中
小
工

業
故

事
の

一

方
途

(

同
右
)

最
轢
太
助

小
工

業
に

於
け
る

徒
弟
の

位
置
(

社

禽
事
業
研
究

､

十
二

年

一

及
二

月
)

森
喜

一

中
小
工

業
と

労
働
保
護
(

社
曾
政

策
時

萄

十
三

年
七
月
)

労
働
政
策
と

中
小
企

業
間
題
(

…
ノ

ミ

ス

ト
､

十
三

年
八

月
二

十
一

日
)

美
鶉
口

時
夫
必

中
小
二

葉
の

勢
力
間
痔

(

工

業
粗
今

.

十
三

年
十
二

月
)

×

×

右
溝
知
行

哉
時
鮭
制
下
に

於
け
る

中
小
産
業

(

東
京

雷
業
時

雫
十

二

年
十

一

月
)

原
戸
英
治

事
襲
下
の

中
小
工

業
(

商
工

擬
済

､

十
二

年
十
二

月
)

谷
白
土
口

彦

哉
時
経
済
と

中
小
企

業
(

商
工

経
済

､

十
三

年
二

月
}

支
部
事
襲
の

中
小
工

業
に

及
せ

る

影
響

(

商
工

経
済
十
三

年
二

月
)

片
山
諌
三

助
時
絶
割
下
に

放
る

中
小
工

業
問

題

竺
断
面

産
業
と

教

育
､

十
三

年
五

月
)

痢

浄
尭
治
蕗

毒
工

業
動
員
に

於
を

中
小
工

業
韓
換
の

諸
岡
題

意
東

市
蔑
業
時

報
､

十
≡

年
五
.月
)

九

條
清

中
小
工

業
の

下
請
工

場
化
と

設
備
代

換
同
国
(

綿
工
聯

.

十
三

.

年
六

､

七
､

八

月
)

佐
野
卓
男

時
局
と
中
小
工

業
の

重
蓼
性

(

鹿
骨
政
策
時
凝

､

十
三

年
七

和
㌧

5

舟
山

丁



恥

→

橋

野
菜

第
三

巻

弟
五

放

中
小
業
者
の

訴
へ

を

訊
く

責
洋
経
済
新

琴

十
≡

年
八

月
十
二

百
-
九

月
三

日
)

中
西
寅
雄

哉
時
経
済
鰹
制
の

強
化
と

中
小
工

業
開
海

葺
新

､

十
三

年

十
月

)

柳
渾
定
治
効

産
業
轄
換
の

賓
相
と

下

請
制
度

葺
新

､

十
三

年
十

方
)

東
京
市
商
工

相
談
所

犠
牲
中
小
商
工

業
轄
換
の
･
蟹
相
と

集
圏
的
企
業
単

位
(

零
点

市
産
業
時

琴
十
三

年
十

二
月
)

興
銀
調
査
課

物
資
統
御
↑
の

中
小
工

業
(

調
査
月
報

､

十
三

年
十

丁

十
二

方
)

小
宮
山
琢
二

戦
時
輸
出
生
産
と

中
小

商
工

業
の

役
割

葺
新

､

十
≡

年

十
二

月
)

柳
繹
走

孟
再
編
成
過
程
に

在
る

中
小

商
工

業

蓑

悪
童
業
時
報

､

十
四

年
一

月
以
降
)

環
利
重
匿

哉
撃
と

中
小
工

業
(

人
絹

､

十
四

年

言
)

鍋
島
連

中
小
工

業
の

韓
業
問
題

(

立
教

経
済
畢

研
究

､

十
四

年

音
)

坂
田
啓
三

統
制
挺
臍
と

中
小

新
興
藍
業
の

嘉
(

商
工

経

琴

去
年

一

月
)

川
端

嘩
楷
殊
リ

ン

ク

剥
が

中
小
工

業
に

及
す
影
響
(

科
挙
主

義
工

業
､

十
四

年
二

月
)

藤
岡
啓

通
貨
の

膨
脹
と

今
後
の

中
小
工

業
(

科
挙
主

準
工

業
､

十

由
年

四

月
)

〓
､

中
小

工

業
経
螢

中
小
工

業
の

合
理
化
問

題

束
洋
経
済
新

撃
四

〇

〒
立
野
五

年

六

月
)

我
中
小
工

曇
還
化
の

目

標

責
洋
経
済
薪

撃
四

〇
六
･
-
二

〇

琴
五

年
下

年
期
)

佐
藤
富
治

中
小
工

業
と

工

場
診
断
(

祀

昏
政
策
時
報

､

入

牢
九

月
)

宇
原
義
豊

中
小
経

営
開

局
野
蛮

(

経
営
研
究
二

の

二
､

昭
和
九

空

席
田
敬
三

中
小
経

営
と

し
て

の

手
工

業
の

見
方
(

同
右
)

堀
江
保
蹴

大
阪
の

刷
子
工

業
に

放
る

経
営
形
魔
の

襲
達
(

経
済
論

攣

九
年
七
月
)

笠

原
千
鶴

中
小
工

業
と
工

業
督
計
に

準
:
･
鹿

骨
政
策
時

報
､

九

年
十

二

月
)

5 雅

平

井
泰
太
蕗

月
)

平

井
泰
太
郎

前
野
不
二

男

経
営

囁
龍
の

外
縁
約
分
澹
(

国
民
経
済

薙
誌

､

九

年
＋
二

中
小

経
営
の

他
力
更
生

(

国
民
経
済
薙
誌

､

十
年

二
月
)

中
小
工

業
の

利
益
率
に

掬
す

る

調
査

垂
展

市
蓬
莱
時
報

十
一

年
一

及
二

月
)

中
小
工

業
故

事
座
談
昏
{

藍
業
能
率

､

昭
和

工
年
十

二
月
)

｢



政
多
野

貞
夫

中
小
工

業
の

工

業
経
営
と

管

禦
産

業
能
率

､

十

〓
竺
ニ

､

閂
五

､

六
､

七
､

八

月
､

十
二

年
十

､

十
一

､

十
二

月
､

十
三

年
二

､

七

月
)

三
､

産

業

別

A

紡

蹟

巣

柳
川
昇

桐
生
織
物
業
に

放
け
る

前
貸

制
度

(

経
済
畢
論

琴
六

年

三

.

月
､

･
七

年
二

月
)

谷
川
靖
夫

南
毛

擁
莱
情
況
調
査

(

ダ

イ

三
ソ

ド

琴
一

一

篭
一

五

⊥

七

故
､

昭
和
入

牢
)

谷

川
靖
夫

.
本
場
銘
仙
の

産
地
秩
父

機
業
を

見
る

(

ダ

イ

ヤ

モ

ソ

ド

第
二

⊥

啓
二

四

戟
､

昭
和
入

牢
)

谷
川
靖
夫

工

業
組
合
下
に

於
る

秩
父
横
業
の

業
扶

(

ダ

イ
ヤ

モ

ソ

ド

啓

二
一

巻
二

七

-
八

坂
)

谷
川
靖
夫

雨

竜
操
業
の

語
尾
傾
向
を

観
る

(

ダ

イ
ヤ

モ

ソ

ド

第
二

二
奄

≡

三

-
四
競

､

昭
和
入

牢
)

地
方
産
業
を
訪
ね
る

移
動
座
談

合
(

東
洋
経
済
新
報

､

昭
和
入

牢
)

(

銘

仙

地

伊
勢
崎

〓

蒜
三

琴

鳩
ヶ

谷
機
業
砲

〓

蒜
六

甲

毛
織
工

業
一

･
.
五

四

九

撃

00

津
田
鎧
次
蕗

西
陣
機
業
の

新
設
見
腱
倒
産
に

裁
て

〈

経
営
経
済
研
究
十

特

捜

先

取
∵

月

食

二
､

昭
和

六

年
)

･

串
田
清
音

石
川
頼
絹
業
地

帯
の

工

業

聖
や
酌

研
究
(

大
坂
地
理

整

合
諭

.
文

集
飴

空
一

輪
上

､

昭
和
入

牢
)

羽
二

重
の
■
統
制
に

託
て

壷
業
合
理

化
九

､

唱
和

八

年
)

左

右
田
武
夫

人
造
絹
織
物
業

(

社
台
政

策
時

報
､

九

年
五

月
)

富
永

蔭
拾

人
絹
業
に

於
る

統
制
(

経
済
時

報
､

十
年

四
月

)

栂
井
義
雄

扁
井
嚇
の

農
村
椀
業
を

見
る

(

人

縞
､

十
四

年
二

月
)

木
下

準
之
助

家
内
工

業
と
し

て

の
■
丹
後
縮

緬
墳
業

(

敵
督
政
策
時
報

､

十
年
四

月
)

平

城

国
義

大
島
紬
工

業
の

努

働
事
情
(

祀

合
政
廉
時

報
､

十
一

年
十
月
)

要
容
有
道

長
預
天

幕
機
業
の

研
究

(

蓼
取
高
両
論
叢
十
七

､

昭
和
十

年
)

米
井
童
二

博
多
践
の

研
究

(

町
治
拳

院
高
商
静
単
五

､

昭
和
十
年
)

加
藤
桂

尾
西
毛
織
物
工

業
の

経
営
的
特
質
に

就
て

(

商
業
経
済
論
叢
第

十
一

巻
下

､

九

年
二

月
)

井
口

東
輔

最
近
に

於
る

中

小
毛
織
物
工

業
事
情
(

杜
合
政
策
時
報

､

十

年
一

､

〓

月
)

酒
井
正

三

凝

我
国
羊
毛
工

業
の

現
勢
と

暗
に

中
小
毛
絨
工

業
問
題
(

鉦

昏
政

策
時

報
､

十
年
四

月
)

芳
谷
有
邁

岡
田

車

馬
西
北
耕
地
方
の

撚
糸
工

業

毒
取
高
商
論
勇
二

ち写9



珊

→

椅

静

叢

華
二

審

弟
五

放

て

昭
和
十
二

年
)

小
出
保
治

尾
西
電

機
横
業
の

集
積
現
象

(

中
央
銀
行
骨
通
信
錬

竺
九

､

昭
和

十
≡

年
)

■

八

由
保
治

本
邦
毛
織
物
工

業
の

攣
箆
過
程

(

中
央
銀
行
昏

琴
信

鎮
四
二

〇
､

昭
和

十
三

年
)

田
中

秀
作

秋
山

桓
士

大
塩

を

中
心
と

す
る

繊
維
工

業
の

立
地

静
的
研

究
(

砲
壁
撃

､

第
二

撃
て

四
､

五
､

六

甲
昭
和
十
年
)

斎
藤

撃

島
村
工

業
か

ら

願
た

る

綿
織
物
工

業
の

表
例

蒜
禽
政
策

時
報

､

九

年
一

月
)

青
木

準
之

家
内
工

業
と
し

て

の

久

留
米

餅
(

政

昏
政
策
時
報

､

十
年
四

月
)

南
川
慶
治

≡
河
織
物
と

其
努
力
事

甲
(

同
右

)

蓋
胃
時
次
応

日

本
綿
布
進
出
の

辟
済
的
及
融

合
的
背

景
(

祉
昏
政
筍

時
報

､

十
年
九
･

ま
十

一

月
)

､

真

率
H

時
次
部

2

本

綿
布

進
出
の

背
景

蒜
昏
政
策
時
報
十

妄
三

月
)

本
邦
に

於
け

を
中
小
紡

革
業
外

書
性
と

清

卵
市
場
及

姦
霊

T

(

端
銭

調
査
月

報
､

十
一

年

十
一

!
十
二

月

撃

岩
田
他

生
藍

統
制
と

貿
易
統
制

ぎ
鵜

警
中

心

と

し
て

!
⊥
±

田

由
二

界

耗
誌

､

十
≡

年
三

月
)

尾
原
信
安

達
州
に

於
る

綿
布
工

業
の

垂

達
し
+

其
地
理

的
基
礎

轟
琴

十
三

年
七

月
)

.

北
島

潤

締
リ

ン

ク

榊
の

登
場
と

中
小
機
業

轟
工

聯
､

十
≡

年
八

月
)

川
端
巌

絹
業
個
人
リ

ン

ク

謝
と

中
小
工

業
(

商
工

紹

琴

十
≡

年
八

月
)

大
野

信
三

綿
工

聯
の

危
機
し

真
野
策
(

綿
工

聯
､

十
三

千
丁

ニ

月
)

柳

川
昇

我
国

彗
不

に
■
於
る

統

制
の

準
展
(

立

教
経
済
畢

研
究

､

十
四

年

一

月
)

磯

聾
竺

漁
業
リ

ン

ク

割
と

綿
工

聯
. (

綿
工

聯
､

十
四
生
二

月
)

磯
崎
俊
次

莫
大
小
襲
畠
業

(

赦

昏
政
策
時

報
､

九

年
五

月
)

額
江
英

-

莫
大
小
業
の

生
童
形
態

f
機
械
御

大

事
業

時

代
の

問
屋

制

主
薬

竺
研

究

-
(

絶

望
椚

琴

十
四

年
二

月
)

小
島
教

授
研
究
室

我
囲
絹
業
に

於
る

中
小
企

業
の

問
題
(

綿
栗
時
報

､

十
四
年
三

月
以
降

)

嘩
ネ
ル

の

統
制
に

耗
て

壷

遼
遠
化
九

､

昭
和
八

年
)

タ

オ

ル

の

統
制
に

託
て

(

同
右
)

興

銀
調
査
課

本
邦
フ

ェ

ル

ト

帽
子

工

業
に
山

武
て

(

調
査
月

報
､

工
年

八

月
)

長
津

壷
.

東
京
市
及
び

其

付
近
に

於
る

染
色
工

業
の

均
理
的

研
究

(

地

理
+

十
四

年
一

月
)

お

金
屠
棟
械
潜

具

5 野

卜
F
.

■巨



東

需
空
相
談
所

↑
請
倒
賛
歌
睾
に

曝
す
る

大
工

場

代
表

毒
談
合

窟
寮
市
奮
業
時
報

､

十
年
十
月
)

木
内
替
治

磯
城
工

業
に

於
る

小
規
模
工

場
の

蕎
(

卑
官
政

策
時

報
､

十
一

年
五

月
)

藤
田
敬
三

横
械
工

業
に

於
る

外
註
に

警
〈

経

帝
時

報
､

十

毒
十
二

月
)

■

日

本
能
率
聯
合
合

地
方
工

業
化
及

孟
咽

問
題
座

蓼
骨

壷
業
能

率
､

十

一

年
九

月
)

加
島

落

下

彗
翳
利
用
統
制
に

関
す
る

若
干
の

開
琴
に

警
壷
菜

能
率

､

十
二

年
六

月
)

園
田

撃
二

軍
雫
工

業
に

於
る

↑
諸

制
を

主
題
と

し

て
(

敵
禽
政
策
時

報
､

十
二

年
九
月
)

.

田

杉
兢

機
械
工

菜
に

放
る

下

請
制
の

調
査

(

同
右

)

佐

寒
和
夫

中
小
工

業
の

技

術
的
停

滞
と

↑
請
制
度
の

技
術
的

墓
(

社

■
昏
政
策
時

報
､

十
三

年
四

､

五

月
)

興
銀
調
査

琴

航

空
業
の

統
制
と

琴
遣

番

棄
法

蒜
て

(

調
査
月

報
､

十
三

年
五

月
)

■

竪
崎
稔
･

物
債
謄
哀

島
小
磯
械

琴
具
工

業
(

証

昏
改

革
時

報
､

十
三

年

01
.

七

月
〉

1

藤
田

撃
二

･

事
攣
下
の

↑
諸
工

業
と

共
同
作
業
場

〈

固
右

)

■

韓

殊
女

欺

日
■
録

･

小
宮
山

竺
下

警
業
の

赦
昏
的
経

済
的

警
i
中

小

警
業

再

鼠

成
の

過

程

と

方

向

を

同
港
と

し

て

ー
(

祉
脅
政
策
時
報

､

±
二

年
九

l

十
､

十
一

月
)

改
多
野
貞
夫

扱
械
特
に
工

作
横
紙
の

翠
造
と

中
小
構
械
工

業

壷
業
能

率
､

十
≡

年
十
二

月
)

佐
野
卓
男

錬
瓶
か

ら

慧
冨
製
造
へ

〈

工

業
組
合

､

十
四

年
≡

月
)

石
原
太

兢

川
口

鋳
物
業
の

宜
際

(

紅
脅
政
策
時
報

､

入

年
二

､

三

月
)

興
銀
調
査
課

本
邦
鋳
物

業
の

現

勢
に

就
て
(

調
査
月
報

､

±
年
九
月
)

自
韓
車
部

管
仰

の

統

制
に

託
て

(

産
業
合
理

化
九

､

昭
和
八

年
)

子
安
治

自
韓
革
製
造
業

轟
曾
政
策
時

報
､

九
年
五

月
)

興
銀
調
査
課

本
邦
自
縛
革
工

業
の

概
況

〈

調
査
月
報

､

十

毒
七

月
)

潜

藤

攣

電
球

警
箋

〈

杜
昏
政
策
時

報
､

九
年
五

月
)

興
銀
調
査
課

本
邦
電
球
工

業
の

現

状
(

調
査
月

報
､

九
年

事
月
〉

攻

城
鏡
器
工

業
の

統

制
匠

託
て

(

産
業
合
理

化
九

､

昭
和
入

牢
)

子

安
括

攻

城
銭
器

警
藁

(

蔽
昏
政
策
時
報
(

九
年
五

月
〉

C

陶
･

磁

器

吉
田
寧

本
邦
製
陶
業
欝
働
春
情
(

敢
禽
政
策
時
報
三

年
十

､

十
一

､

十

二

月
)

竹
川
剋
之

･
本
邦
陶
位
器
経
皆
の

善
房
傾
向
に

放
て

･
(

商
業
鰹
済
諭

卓
第

卯【
J

六

零
下

､

昭
和
四

年
)



一

橋

爵

華

第
三

巻

第
五

教

増

車
野
耕
輔

本
邦
陶

音
業

品
在
及
賂
束
(

内
外
商
工

時

報
十

八
の

≡

1

･
･

･

五
､

昭
和
+

ハ

牢
)

陶
磁
器

｢

統
制
に

裁
て

産
業
合
理
化
九

､

昭
和
八

年
)

菊
田

姦
陶
業
に

於
る

習
′

､

東

軍

名
古

翳
関
係
(

梅

坪
論
叢

､

九
年
≡

月
)

美
埠
口

時
次
郎

陶
磁
寮
築
造
業

(

融
合
政
策
時

準
九

年
五

月
)

河
島
幸
助

有
田
地

方
陶
磁
器

奔
働
事

情

鹿
骨
政
策
時
報

､

十
年

甲
月
)

輿

垂
調

査
課

本
邦
陶
磁

轟
妄
業

概
況
(

調

査
月

報
､

十
二

年
十
二

月
)

q

食
料

品
工

業

.

江
萌
恒
治

伏
見

酒
竜
野
薗
に

裁
て

(

経
済
論
叢

､

三

年
十
二

月
)

興
銀
諏
秀

課

清
酒
工

業
に

裁
て

〈

調
査
月

琴
九

年
六

月
)

大
嶽

】

朗

我
国
に

於
る

小
企

業
の

現
存
に

閲
す
る

高
空
経

蓼
論

者
､

九
年

一

月
)

岡
島
保
二

灘
心

津
南
に

裁
て

(

彦
根
高
商
艶

岩

石
､

昭
和
十
年

)

奥
谷
敬
治

弊
喝

方
り

清

算
働
事
情
及

酒
造
出
接
地
の

農
村
事
情
(

址

各
政
策
時
報

､

十
四

年

二
月
)

興

銀
調
査
課

本

邦
結
語
工

業
の

概
哉
(

調
査
月

報
十
二

年

革
月
)

安
達
轟
弘
･
日

本
鯨
油
車
種
話
(

庇

曾
政
策
時

報
､

九
年
五

月
)

興

銀
詞
査
教

本

邦
製
菓
業
の

概
凝
(

調
査
月

琴
九

年
四

月
)

∵

桐

山
利
三

成

家
内
工

業
と

横
械
化
と
の

叱
較
に

裁
て

壷

叢
率

､

十

二

年
六

月
)

2

青
木
宿

志
凍
豆

腐
の

迦

嘉
工

程

並
に

努

働
事
情
鞠
査

(

誓
政
策
時

～9

報
､

十
二

年
一

月
)

E

稚

工

業

小
見

山

撃
-

日

本

弊
寸
工

業
の

機
構

(

軟
骨
政
策
時
報

､

十
年
九

､

十

月
)

護

岸
靴
の

統
制
に

裁
て

産
業
合
理
化
九

､

昭
和
八

年
)

小
田
橋
貞
寿

我
国
に

於
る

護

薯
晶

工

業
(

敢
合
致
策
時
報

､

十
年
四

-

五

月
)

本
邦
ゴ

ム

工

業
に

就
て

(

拓
務
寄
報
七

七
､

昭
和
十
二

き

興

銀
嗣
査

課

本
邦

三
工

業
概
況
〈

調
査
月

報
､

十
三

年
≡

､

四

月
)

萩
原

璧
口

日

本
の

ゴ

ム

及
ゴ

主
菜
(

商
工

経
済

､

十
三

年
七

月
)

興

銀
珂
査
課

本
邦
印

刷
工

業

監
札

て

(

調
査
月

報
､

九

年
十

月
十

亘

興

銀
網
杢

課

本

邦
鉛
筆
工

業
の

概
朝

轟
杢
月

報
､

十
年
九
月
十
月
)

石
橋
全
三

刷
子

製
造

業

壷
骨
政
策
時
報

､

九

年

五

月
)

セ

ル

ロ

イ
ド

刷
子
の

統
御
に

兜
て

産
業
合
理
化
九

､

昭
和
入

牢
)

沖
嶺
正

夫

セ

ル

ロ

イ

ド

玩
具

空
藁

壷
曾
政
策
時
報

･

九

年
五

月
)

太
帝
和
好

大
分
願

下

毒
表

禦

葉
(

軽
骨
政
策
時
報

､

十
年

四
月
)

小

室
葉
輪
島

漆

壷
の

他

宗
宕

(

大
域

若
草

嘉
墓
靡

二

輯
下

､

昭
和

九

年
)

｢
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四
､

封
策

､

統

制
､

組
合

河
田
崗

句
中
小

商
工

業
者
救
済
の

這
〈

経
済
時
報

､

五

年

四

月
〉

前
田

撃

中
小
商
工

業
の

苦
況
と

英
打

開
策

(

改
造

､

五

年
四

月
)

桐
淵
勘
統

小
工

業
の

牽
達
助
成
に

閲
す
る

考
察
(

工

場
研
究
五

七
､

昭

和
五

年
)

小
島
精

一

中
小
工

業
政
策
管
見

(

…
ノ

ミ

ス

ト

入
/

十
二

中
小

商
工

業
問
題

琴

昭
和
五

年
)

村
本

南
牧

中
小
商
工

業
者
窮
乏
封
策
案
管
見
〈

経
済
時

報
四
の

五
､

昭

和
七

年
)

笹
井

辰
之
助

中
小
企

業
の

合
理

化
と

自
主
的
協
同

方
策

(

経
済
時
報
こ

の

六
､

昭
和
五

年
)

枚
井
辰
之
助

中
小
商
工

業
匡
救
護

策
の

疲
討

〈

統
済
時
報
四
の

大
､

昭

周
七

年
)

.
中
小
工

業
窮
状
打
開
策
に

関
す
る

協
調
合
時
局
封
策
委
員
合
の

決
議

(

証

脅
政
策
時
報

､

七

年
十

一

月
)

興
銀
調
査
毘

本

邦
工

業
の

統
制
現
状
(

調
査
片
報

､

十
年

盲
)

小
島
精

一

中
小
工

業
政
策
の

目

標
と

そ
の

限
界
(

東
京
市
産
業
時
報

､

0 3

十

年
八

月
〉

1

木
蘭
幸
作

事
欒

下
の

中
小
商
工

業
野
栄
(

東
京
市
産
業
時

報
､

昭
和
十

幡

殊

文

段

目

鍍

三

年
一

月
)

井
上

貞
就

中
小
工

業
の

救
済
策
〈

…
J

ミ

ス

ト
､

昭

和
十
三

年
九

月

十
一

日
)

×

X

英

警
H

時

歪

茜
中
小
工

業
の

掛
合

〈

社
食
政

策
時

報

二
ハ

年

十
及

十
二

月
)

富
信
次

工

業
組
合

制
度
に

放
て

(

工

業
経
済
研

究
第

轟
七

年

四

月
)

入

江
弘

中
小
工

業
の

統

御
に

就
て

(

社

合
政
策
時
報

､

九

年
五

色

谷

P
育

蓼

中
小

商
工

業
の

更
生

と

組
合
運
動

(

経
済
論
叢

､

九
年

十
一

月
)

盃
重

工

業
組
合
の

家
内
工

業
に

及
ぼ

せ

る

影
響

(

鉄

骨
政
策
時

報
､

十
年
四

月

高
津
薄
衣

社

昏
政
策
的
に

見
た
る

工

業
組
合

(

固
右
〉

飯
田
北
理

中
小
工

業
組
合
(

同

右
)

林
英
太
部

工

業
組
合
の

活
動
と

中
小
工

欝
(

同
右

)

蟻
川
虎
三

中
小
生

牽
者
と

組
合
組
織

(

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

十
二

の

二

四
〉

興
銀
調
査
課

中
小
工

業
の

統
制
と

工

業
組
合

〈

調
査
月
報

､

十
年
六

月

兢
)

芸
詞
査

課

工

業
組
合
及
捻
出
組
合
の

概
況

(

碍
査

月

報
十

妄
五

月
)
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ユ

痛

論

養
.■-
第
三

巻

第
立

社

1

襲
璽
■･
噂
小
工

業
と
工

業

整
口

･
の

将
来
■

壷
葉
と

教
育

､

十
二
な

二

村

･

圭
㌧

一

番
敬
≡

下
帯
に

よ

る

工

棄
均
万
化
と

産
業
組
合
及
工

菓
組
合
･
(

農
村

一､
▲
エ

乗
､

十
二

真
二

月
)

大
野
倍

宇
工

業
粗
A

風
琴
の

由
緒

-
協

同

組
合
主

義
か

敏
美

囲
健
主

.

義
か

十
･

三
業
聯

､

十
三

年
四

月
)

吉
田

壁

面

工

業
組
合
と

中
小
工

業
(

東
京
市
産
業
時
報

､

十
≡

年
十

∵

月
)

.

川
端
壊

小
工

業
及
手
工

業
の

組

合
制
度

研
究

(

政

脅
政
策
時
報

､

十
三

年
十
月

､

磯
部

空

戦
時
経
済
に

放
け
る
エ

業
組
合
の

使
命
(

関
西
大
挙
研

嘉

.

集
､

十
三

年
ナ
+

月
)

.

州
境
薇

■
時
局

主
菜

璧
:
人
絹

､

十
四

年

盲
)
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